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１ リスニングテスト（放送による指示に従って答えなさい。） 

 

【問題 A】次の A～D の中から適するものをそれぞれ一つずつ選びなさい。 

 

＜対話文１＞ 

A. She thought it was bad. 

B. She thought it was okay. 

C. She thought it was ugly. 

D. She thought it was beautiful. 

 

＜対話文２＞ 

A. He was looking for a store. 

B. He was looking for a shoe. 

C. He was looking for the ATM. 

D. He was looking for McDonald’s. 

 

＜対話文３＞ 

A. They ordered ice cream. 

B. They ordered spaghetti. 

C. They ordered salad. 

D. They ordered ravioli. 

 

  



【問題 B】英文を聞き、英文に関する質問に対して最も適切なものを選び、記号で答えなさい。 

 

＜Question 1＞ 

A. She went to Iceland. 

B. She went to Algeria. 

C. She went to Australia. 

D. She went to New Zealand. 

 

＜Question 2＞ 

A. She is scared of flying. 

B. She is scared of birds. 

C. She is scared of people. 

D. She is scared of jumping. 

  



２ （   ）に適する語を一つ選んで書きなさい。 

（１）He ( is / was / were ) very tired yesterday. 

（２）Tom always ( eat / eats / ate ) breakfast at 7 a.m. 

（３）Look! The dog is ( running / ran / runs ) in the park. 

（４）We can ( sings / sing / sang ) a song together. 

（５）This bag is ( more expensive / most expensive / as expensive as ) than that one. 

（６）When did she finish ( do / doing / to do ) her homework? 

（７）My parents will go ( at / to / for ) Tokyo tomorrow. 

（８）I have a brother ( who / whose / which ) is good at basketball. 

（９）English ( speaks / is spoken / spoke ) all over the world. 

（１０）This is the book ( wrote / written / writing ) by my teacher. 

  



３ 次の（  ）内に適語を入れて、日本文に合う英文を完成させなさい。 

 

（１）あなたは明日早く起きるべきです。 

You（      ）get up early tomorrow. 

（２）彼女は今テレビを見ています。 

She（      ）watching TV now. 

（３）このリンゴはあのリンゴと同じくらい甘い。  

This apple is（      ）sweet as that one. 

（４）私は東京に 2000 年から住んでいます。 

I（      ）lived in Tokyo since 2000. 

（５）机の上に箱が３個あります。 

There are three（      ）on the desk. 

（６）私は日本語を学ぶためにその本を読んでいます。 

I read the book（      ）learn Japanese. 

（７）彼らはピアノを弾くことを楽しんでいます。 

They enjoy（      ）the piano. 

（８）あなたは通常朝ごはんに何を食べますか？ 

（      ）do you usually eat for breakfast? 

（９）私は宿題をする時間がたくさんあります。 

I have a lot of（      ）to do my homework. 

（１０）私はプールで泳いでいる男の子を知っています。 

I know the boy（      ）in the pool. 



４ 次の日本文の意味に合うように（   ）内の語句を並べかえて英文を完成させなさい。 

  ただし、文頭にくる語も小文字にしてある。           

 

（１）私は昨日彼と映画を見に行った。 

（ yesterday / I / went / to / with / movie / a / him ）. 

（２）あなたはいつこの本を読み始めましたか？ 

（ reading / did / start / you / when / book / this ）? 

（３）あなたは今まで韓国に行ったことはありますか。 

（ Korea / been / to / you / ever / have ）? 

（４）彼は図書館で英語を勉強するつもりです。 

（ the / is / English / to / library / going / in / he / study ）. 

（５）私たちはお互いに 10 年の知り合いです。 

（ other / for / years / each / we / ten / have / known ）. 

 

 

  



５ 次の Ken と日本に留学中の Sara の会話を読んで、あとの問いに答えなさい。 

 

Sara: Wow, this shopping mall is very big! I think we can find many things here. 

Ken: Yes. I need a new backpack for school. 

Sara: Look at that shop over there. They sell very cute pens and notebooks. Let’s go there first. 

Ken: Okay. I want to see if they have funny notebooks too. 

Sara: Oh, these pens are so nice! I want to buy some of these. 

Ken: Good. I need some pens too. Maybe we can share the cost. 

Sara: After this, we should go to the food court. I am hungry. There is a ramen shop and a bakery.  

① ( want / do / to / which / you / eat )? 

Ken: Hmm… I want ramen today. I have never tried the spicy miso ramen here. 

Sara: Sounds good! I also saw a new clothes shop on the second floor. We can go there after lunch. 

Ken: Okay. I need a T-shirt for the school festival next week. Maybe I can find one there. 

Sara: By the way, have you finished your summer homework? 

Ken: Almost. I still have some math problems left. I plan to finish them tonight. 

Sara: Good! After that, we can play video games at my house. 

Ken: Thanks, Sara. Your mom always makes snacks when we play games. 

Sara: Yes! Maybe next weekend we can invite other friends too. The more, the better! 

Ken: That will be fun! Let’s buy these pens first. Our mall adventure is just starting. 

  



（１）Where did Sara and Ken go first in the shopping mall? 

A. The food court 

B. The shop with pens and notebooks 

C. The clothes shop 

 

（２）What did Ken want to eat today? 

   A. Ramen 

   B. Bread 

   C. Sushi 

 

（３）下線部①を「あなたはどちらを食べたいですか」という意味になるように並べ替えなさい。 

 

（４）Sara の家で遊ぶとき、Ken が楽しみにしていることは何ですか。２つ日本語で答えなさい。 

 

（５）Ken が文化祭用の T シャツを買うのはいつですか。正しい記号を選びなさい。 

A. フードコートでお昼ご飯を食べた後 

B. Sara の家でゲームをした後 

C. ショッピングモールに着いた直後 

 

（６）次の質問に対してあなたの意見を書きなさい。 

What did you buy when you went shopping with your friends? 

 

  



６ 次の英文を読んで、あとの問いに答えなさい。 

In Japan, online learning has become very popular. Many students use computers, tablets, or smartphones 

for study. What makes online learning special? There are four reasons. 

First, online learning can be done anywhere. Students can study at home, at a library, or even in a park. 

Using the Internet allows students to learn anytime. 

Second, online learning is very flexible. Students can choose lessons that fit their level and speed. They 

can study many subjects by themselves. 

Third, there are special tools for learning. For example, video lessons, quizzes, and online games make 

study more interesting. Using ①them helps students understand the lesson ②good. 

Fourth, online learning is connected to the world. Students can talk with teachers and friends from 

different cities or countries. Learning together online is fun and exciting. 

The technology and new ways of learning make online learning special. Online learning is an important 

part of education in Japan. 

  



（１）Why is online learning described as “flexible”? 日本語で答えなさい。 

（２）下線部①に当てはまるものを 2 語で本文から英語で抜き出しなさい 

（３）下線部②の単語を比較級に書き変えなさい。 

（４）本文の内容に合うものは〇、合わないものは×を解答用紙に記入しなさい。 

１ 海外では人気のオンライン学習だが、日本ではまったく人気がない。 

２ 動画やクイズなどの特別なツールは使うことができるが、勉強を理解しにくくする 

３ 生徒は他の都市や国の先生や友達と話すことができる。 

４ オンライン学習は日本の教育にとって重要な一部である。  

（５）本文の内容に合うように、（   ）に適切な語を書きなさい。ただし、与えられた文字で始めること。 

１Using the internet allows students to learn anywhere and（a    ）. 

２Students can study many（s     ） by themselves. 

３Online learning is connected to the（w    ）. 

  



７ 次の質問について、以下の条件に従って英語で書きなさい。 

   What do you like to do in your free time?  

  【条件】 

・質問の答えとその理由を書きなさい。 

・10 語以上で書きなさい。 

メモ欄 
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【１】 

次
の―

線
部
の
漢
字
の
読
み
を
答
え
な
さ
い
。 

① 
力
が
均
衡
を
保
つ
。 

② 

選
手
宣
誓
。 

③ 

境
内
を
掃
除
す
る
。 

④ 

惜
別
の
歌
。 

⑤ 

情
景
を
描
写
す
る
。 

 

【２】 

次
の―

線
部
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
直
し
な
さ
い
。 

① 

彼
は
キ
ン
ベ
ン
な
人
だ
。 

② 

両
親
の
チ
ュ
ウ
コ
ク
に
従
う
。 

③ 

地
中
海
エ
ン
ガ
ン
の
町
。 

④ 

記
念
シ
キ
テ
ン
に
参
加
す
る
。 

⑤ 

ソ
ン
ケ
イ
の
眼
差
し
。 

      

【３】 

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

本
宮
樹
々

じ
ゅ
じ
ゅ

は
愛
媛
県
宇
和
島
市
吉
田
町
の
公
立
中
学
に
通
う
三
年
生
で
あ
る
。
代
々
続

く
み
か
ん
農
家
の
一
人
娘
で
、
家
族
か
ら
は
家
業
を
継
ぐ
こ
と
に
つ
い
て
賛
否
両
論
が
出
る

中
、
十
月
に
な
っ
て
も
本
人
の
将
来
や
進
路
に
対
す
る
考
え
が
ま
と
ま
ら
な
い
。
家
族
を
交
え

た
五
者
で
の
進
路
面
談
の
後
に
再
度
の
職
場
体
験
を
経
た
場
面
か
ら
文
章
は
始
ま
る
。 

 

「
〈
樹
々
み
か
ん
〉
？
何
よ
そ
れ
」 

首
を
か
し
げ
た
樹
々
に
母
さ
ん
が
驚
く
。 

「
え
え
？ 

そ
っ
か…

…

ま
、
今
流
し
て
る
分
が
終
わ
っ
た
ら
、
お
や
つ
に
し
よ
」 

そ
う
言
っ
て
「
プ
ロ
」
の
顔
に
戻
る
。
一
度
に
百
キ
ロ
ほ
ど
処
理
で
き
る
選
果
機
で
、
繁
忙

は
ん
ぼ
う

期

に
は
１
毎
日
何
時
間
も
作
業
す
る
。
選
別
し
た
み
か
ん
は
Ｊ
Ａ(

農
業
協
同
組
合)

の
共
選
場
に
運

び
、
さ
ら
に
人
の
目
と
光
セ
ン
サ
ー
で
精
査
さ
れ
て
全
国
に
出
荷
さ
れ
る
。 

ご
う
ん
、
ぐ
ん
、
と
倉
庫
に
響
く
選
果
機
の
音
。
所
狭
し
と
積
み
上
げ
ら
れ
た
※
１
キ
ャ
リ
ィ
。

摘
み
た
て
の
み
か
ん
の
張
り
詰
め
た
手
触
り
、
甘
酸
っ
ぱ
い
香
り
。
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
慣
れ
親
し

ん
で
き
た
も
の
ば
か
り
だ
。 

樹
々
は
選
果
の
手
伝
い
が
嫌
じ
ゃ
な
い
。
み
か
ん
を
選
別
す
る
母
さ
ん
の
、
素
早
く
正
確
で
丁

寧
な
手
つ
き
を
見
る
の
が
昔
か
ら
好
き
だ
。
そ
れ
に
農
家
の
多
忙
な
一
日
の
中
で
、
手
伝
い
の
間

だ
け
は
母
さ
ん
を
独
占
で
き
た
か
ら―

―

と
い
う
の
は
秘
密
。 

母
さ
ん
は
樹
々
の
手
で
傷
物
が
除
か
れ
た
み
か
ん
を
次
々
と
ロ
ー
ラ
ー
に
流
す
。 

そ
れ
が
終
わ
る
と
、
母
さ
ん
は
選
果
機
の
電
源
ス
イ
ッ
チ
を
切
っ
て
、
そ
ば
の
作
業
台
に
「
お

や
つ
」
を
並
べ
た
。
規
格
外
や
傷
物
の
み
か
ん
。
家
か
ら
持
っ
て
き
た
ク
ッ
キ
ー
缶
。
マ
グ
カ
ッ
プ

に
、
魔
法
瓶
か
ら
砂
糖
た
っ
ぷ
り
の
熱
い
紅
茶
を
注
い
で
く
れ
る
。 

樹
々
は
ま
ず
ミ
ニ
み
か
ん
に
手
を
出
す
。
皮
を
む
い
て
丸
ご
と
口
に
放
り
こ
む
と
、
ぷ
り
っ
と

し
た
果
肉
と
ジ
ュ
ー
シ
ー
な
果
汁
が
口
い
っ
ぱ
い
に
広
が
る
。
あ
あ
、
う
っ
と
り
。
ス
ー
パ
ー
に

並
ば
な
い
傷
物
で
も
、
う
ち
の
み
か
ん
は
最
高
に
美
味
し
い
！ 

母
さ
ん
は
う
れ
し
そ
う
だ
。 

「
樹
々
は
ほ
ん
と
に
み
か
ん
が
好
き
や
ね
」 

「
２
ほ
え
へ
？
む
む
み
み
ゃ
ん
っ
へ
？
」 
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「
ゴ
ッ
ク
ン
し
て
か
ら
し
ゃ
べ
り
な
さ
い
。
小
っ
ち
ゃ
い
子
じ
ゃ
あ
る
ま
い
し
」 

笑
顔
で
ご
ま
か
し
て
、
ゴ
ッ
ク
ン
。 

「…
…

そ
れ
で
〈
樹
々
み
か
ん
〉
っ
て
？
」 

「
ほ
ん
と
に
覚
え
て
な
い
？
樹
々
が
生
ま
れ
た
と
き
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
３
苗
木
を
植
え
て
く
れ

た
の
。
〈
樹
々
み
か
ん
〉
ゆ
う
て
」 

「
え
。
そ
ん
な
ん
あ
っ
た
っ
け
」 

「
小
さ
い
こ
ろ
、
ジ
ョ
ウ
ロ
で
水
あ
げ
た
り
し
て
遊
ん
で
た
じ
ゃ
な
い
。
ほ
ら
、
面
談
で
ゆ
う
た

と
お
り
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
山
に
よ
う
行
っ
と
っ
た
や
ろ
う
。
迷
子
に
な
っ
て
」 

あ
き
れ
た
、
と
言
わ
ん
ば
か
り
の
母
さ
ん
。 

(

ご
め
ん
、
ぜ
ん
っ
ぜ
ん
、
覚
え
て
な
い) 

吉
田
町
で
は
昔
か
ら
、
子
ど
も
が
生
ま
れ
る
と
み
か
ん
畑
に
そ
の
子
の
た
め
の
苗
木
を 

 
 

※
２
一
反
ほ
ど
植
え
る
風
習
が
あ
る
。 

品
種
改
良
が
進
ん
だ
今
と
違
っ
て
、
昔
は
樹
勢

じ
ゅ
せ
い

が
強
く
な
っ
て
味
も
安
定
し
て
収
穫
で
き
る
よ

う
に
な
る
ま
で
十
数
年
も
か
か
っ
た
。
生
ま
れ
た
年
に
苗
木
を
植
え
れ
ば
、
大
人
に
な
る
こ
ろ
に

は
、
収
穫
量
も
十
分
な
、
成
熟
し
た
樹
に
成
長
す
る
。
そ
の
子
が
、
経
営
に
乗
り
だ
す
前
の
若
い
こ

ろ
で
も
お
金
に
困
ら
な
い
よ
う
に
と
い
う
、
親
心
あ
ふ
れ
る
風
習
な
の
だ
。 

樹
勢
が
強
化
さ
れ
、
周
年
収
穫
で
き
る
品
種
を
次
々
に
植
え
替
え
る
農
業
経
営
が
主
に
な
っ
た

今
で
は
、
廃
れ
て
し
ま
っ
た
伝
統
。 

母
さ
ん
が
た
め
息
を
つ
く
。 

「
親
の
心
子
知
ら
ず
と
言
う
け
ど
、
４
ジ
ィ
ジ
の
心
孫
知
ら
ず
、
や
ね
」 

「…
…

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
今
、
畑
？
」 

気
ま
ず
い
。
自
分
が
急
に
薄
情
者
に
な
っ
た
気
分
だ
。
母
さ
ん
が
苦
笑
し
た
。 

「
今
日
は
関
節
痛
の
薬
も
ら
い
に
宇
和
島
の
病
院
行
っ
と
る
よ
。…

…

樹
々
。
休
憩
が
て
ら
、
畑

見
に
行
こ
う
か
」 

深
浦
地
区
は
ほ
か
の
地
区
に
比
べ
る
と
標
高
が
低
く
、
傾
斜
も
穏
や
か―

―

と
は
い
え
、
ト
ラ

ッ
ク
に
乗
ら
ず
徒
歩
で
上
の
畑
ま
で
登
る
の
は
一
苦
労
だ
。 

(

５
畑
を
見
に
行
く
の
に
何
が
休
憩
よ…

…
) 

マ
イ
農
作
業
用
長
靴
で
、
え
っ
ち
ら
お
っ
ち
ら
、
樹
々
は
母
さ
ん
の
あ
と
を
つ
い
て
い
く
。
ち

ょ
う
ど
収
穫
作
業
中
だ
っ
た
父
さ
ん
が
樹
々
た
ち
に
手
を
振
る
。
母
さ
ん
が
知
っ
て
い
る
の
だ
か

ら
、
当
然
父
さ
ん
も
〈
樹
々
み
か
ん
〉
を
覚
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
。 

(

そ
ば
に
ウ
サ
ギ
の
巣
穴
が
で
き
て
た
ら
ど
う
し
よ
う
。
そ
れ
か
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
に
や
ら
れ
て
た

り
し
て…

…

気
に
な
る
よ
ー
！) 

考
え
て
み
る
と
、
あ
り
が
た
や
の
親
心
を
差
し
引
い
て
も
ビ
ミ
ョ
ー
な
風
習
だ
。
誕
生
記
念
に

植
え
た
樹
が
、
大
人
に
な
る
ま
で
に
台
風
や
病
害
虫
な
ん
か
に
や
ら
れ
て
ダ
メ
に
な
っ
た
ら
？ 

縁
起
が
悪
過
ぎ
る
。 

母
さ
ん
は
※
３
南
柑

な
ん
か
ん

20
号
の
区
画
で
足
を
止
め
た
。
十
一
月
ご
ろ
に
収
穫
す
る
※
４
中
生

な

か

て

み
か

ん
だ
か
ら
、
実
は
ま
だ
青
い
。
一
本
だ
け
、
根
元
の
雑
草
が
特
に
少
な
い
樹
が
あ
っ
た
。
鈴
生な

り
に

実
を
つ
け
た
大
き
な
樹
だ
。 

「
こ
れ
第
一
号
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
今
で
も
〈
樹
々
み
か
ん
〉
だ
け
は
ほ
か
の
だ
れ
に
も
任
せ
ず
草

取
り
や
ら
世
話
す
る
け
ん
ね
」 

か
ら
り
と
笑
っ
て
移
動
す
る
。
収
穫
中
の
宮
川
早
生

み

や

が

わ

わ

せ

の
区
画
。
そ
こ
に
も
枝
、
実
と
も
に
充
実

し
た
〈
樹
々
み
か
ん
〉
が
あ
っ
た
。
今
津

い

ま

づ

ポ
ン
カ
ン
、
甘
平

か
ん
ぺ
い

、
不
知
火

し

ら

ぬ

い…
…

園
内
の
全
品
種
に
〈
樹
々

み
か
ん
〉
が
あ
る
。
ど
れ
も
、
丁
寧
に
手
入
れ
さ
れ
て
い
る
の
が
よ
く
わ
か
る
立
派
な
樹
ば
か
り

だ
っ
た
。 

(

樹
々
の…

…

わ
た
し
の
樹…

…
) 

６
樹
々
は
ぎ
ゅ
う
っ
と
顔
を
し
か
め
る
。
腹
か
ら
熱
い
も
の
が
上
が
っ
て
く
る
。 

お
見
通
し
と
い
う
顔
で
、
母
さ
ん
が
微
笑
ん
だ
。 

「
昔
み
た
い
に
一
反
と
か
や
の
う
て
、
全
部
の
品
種
を
一
本
ず
つ
。
な
ん
で
か
わ
か
る
？ 

あ
ん

た
に
は
、
生
き
る
た
め
、
生
活
の
た
め
だ
け
の
み
か
ん
作
り
は
し
て
ほ
し
く
な
か
っ
た
ん
や
な
い

か
な
。
何
よ
り
も
、
み
か
ん
作
り
を
楽
し
ん
で
、
時
代
に
あ
っ
た
面
白
い
み
か
ん
生
産
を
や
っ
て

ほ
し
か
っ
た
ん
や
と
母
さ
ん
は
思
う
と
る
よ
」 

「…
…

あ
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
そ
ん
な
こ
と
思
う
？
」 

「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
は
じ
め
て
実
が
生
る
た
び
に
あ
ん
た
に
食
べ
さ
せ
て
ね
。
あ
ん
た
も
ニ
コ
ニ

コ
し
て
食
べ
て
。
低
学
年
く
ら
い
ま
で
の
話
だ
か
ら
忘
れ
た
か
な
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
も
あ
あ
い
う

人
や
か
ら
、
今
で
も
世
話
し
と
る
と
も
わ
ざ
わ
ざ
言
わ
ん
し
、
な
か
な
か
７
う
ま
く
伝
わ
ら
ん
よ

ね
。
で
も
、
樹
を
見
た
ら
わ
か
る
で
し
ょ
。
み
か
ん
農
園
の
子
な
ん
や
け
ん
」 

〈
樹
々
み
か
ん
〉
巡
り
を
終
え
、
母
さ
ん
は
先
に
倉
庫
へ
戻
っ
て
い
っ
た
。
先
に
行
っ
と
い
て
と

頼
ん
だ
の
は
樹
々
だ
っ
た
。
ひ
と
り
に
な
り
た
か
っ
た
。
す
ぐ
戻
る
か
ら
と
い
う
樹
々
の
言
葉
に
、
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母
さ
ん
は
「
ゆ
っ
く
り
で
え
え
よ
」
と
笑
っ
た
。
８
ゆ
っ
く
り
考
え
て
き
さ
い
、
と
い
う
ふ
う
に
聞

こ
え
た
。 

繁
忙
期
の
農
園
内
。
陽
が
落
ち
る
ぎ
り
ぎ
り
の
時
間
ま
で
収
穫
作
業
は
続
く
。 

園
内
道
を
ぶ
ら
ぶ
ら
歩
い
て
い
る
と
、
宮
川
早
生
の
区
画
で
高
校
生
バ
イ
ト
の
橘
平

き
っ
ぺ
い

を
見
か
け

た
。
枝
に
か
け
た
取
り
か
ご
に
、
収
穫
し
た
み
か
ん
を
丁
寧
に
入
れ
て
い
く
。
ち
ょ
ん
、
ち
ょ
ん
、

と
小
気
味
よ
く
響
く
は
さ
み
の
音
。
最
初
の
は
さ
み
で
み
か
ん
を
枝
か
ら
切
り
離
し
、
二
度
目
で

ヘ
タ
に
残
っ
た
枝
を
切
る
。
と
が
っ
た
ヘ
タ
の
枝
で
ほ
か
の
み
か
ん
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
に
す
る

た
め
だ
。 

作
業
着
姿
の
橘
平
が
樹
々
に
気
づ
い
て
、
あ
き
れ
た
よ
う
に
声
を
か
け
た
。 

「
何
ウ
ロ
ウ
ロ
し
よ
る
ん
、
樹
々
。
こ
の
忙
し
い
の
に
、
の
ん
び
り
散
歩
か
？
」 

「
わ
た
し
も
選
果
手
伝
っ
て
ま
す
ぅ
。
ち
ょ
っ
と
〈
樹
々
み
か
ん
〉
を
見
に
き
た
ん
よ
」 

「
お
お
、
あ
れ
な
」 

橘
平
は
に
や
り
と
笑
う
。 

「
お
ま
え
ん
ト
コ
の
じ
い
ち
ゃ
ん
、
今
朝
も
樹
々
の
宮
川
早
生
の
収
穫
張
り
切
っ
と
っ
た
ぞ
。
お

れ
ど
こ
ろ
か
、
お
じ
さ
ん
に
も
触
ら
せ
ん
の
や
け
ん
か
ら
徹
底
し
と
ら
い
。 

 

Ａ 
 

入
り
娘

な
ら
ぬ 

 

Ａ 
 

入
り
み
か
ん
じ
ゃ
。
い
つ
か
、
う
ち
の
〈
樹
々
み
か
ん
〉
は
嫁
に
出
さ
ん
！

と
か
言
い
だ
し
そ
う
」 

「
う
へ
え
」 

想
像
し
た
ら
オ
エ
ッ
と
な
っ
た
。 

で
も
、
バ
イ
ト
の
橘
平
で
す
ら
〈
樹
々
み
か
ん
〉
の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
。
少
し
も
気
に
か
け
て

い
な
い
の
は
当
の
樹
々
だ
け
だ
っ
た
よ
う
だ
。
よ
く
よ
く
記
憶
を
た
ど
る
と
、
そ
ん
な
樹
が
あ
っ

た
よ
う
な
気
も
す
る
。
樹
々
に
は
そ
の
程
度
の
こ
と
だ
っ
た
の
に…

…

。 

(

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
農
園
を
継
い
で
ほ
し
い
な
ら
、
い
つ
も
み
た
い
に
エ
ラ
ソ
ー
に
〈
樹
々
み
か

ん
〉
の
こ
と
言
え
ば
よ
か
っ
た
ん
や
。
そ
っ
ち
の
ほ
う
が
ム
コ
と
り
連
呼
よ
り
よ
っ
ぽ
ど
エ
モ
い

し
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
感
じ
る
や
ろ) 

さ
っ
き
の
母
さ
ん
の
声
が
よ
み
が
え
る
。 

『
お
じ
い
ち
ゃ
ん
も
あ
あ
い
う
人
や
か
ら
』 

―
―

ず
る
ー
い
。 

五
者
面
談
を
引
っ
か
き
回
し
た
パ
リ
か
ぶ
れ
の
20
号
じ
い
さ
ん
。
な
の
に
、
丁
寧
に
手
入
れ
さ

れ
た
樹
か
ら
伝
わ
っ
て
き
て
し
ま
う
の
だ―

―

家
族
と
い
う
名
前
の
、
厄
介
で
面
倒
く
さ
く
て
う

ざ
く
て
窮
屈

き
ゅ
う
く
つ

で
、
で
も
温
か
で
、
や
わ
ら
か
い
檻
。 

樹
々
は
い
つ
か
こ
の
檻
を
出
て
い
く
。
畑
を
継
ぐ
継
が
な
い
に
関
係
な
く
、 

 

Ａ 
 

入
り

み
か
ん
を
卒
業
し
、
自
分
だ
け
の
道
を
歩
き
だ
し
て
ゴ
ボ
ウ
根
を
張
る
場
所
を
決
め
な
く
ち
ゃ
い

け
な
い
。 

樹
々
は
南
柑
20
号
の
区
画
に
入
っ
て
畑
を
ぐ
る
り
と
見
渡
し
て
み
た
。
こ
こ
に
は
、
樹
々
が
生

ま
れ
る
前
か
ら
植
わ
っ
て
い
る
樹
も
た
く
さ
ん
あ
る
。 

お
じ
い
ち
ゃ
ん
も
、
十
代
の
こ
ろ
、
今
の
樹
々
の
よ
う
に
※
５
法
花
津

ほ

け

づ

湾
の
夕
陽
の
照
り
返
し

に
目
を
細
め
た
だ
ろ
う
か
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
？ 

今
と
同
じ
よ
う
に
、
選
果

の
合
間
に
お
に
ぎ
り
を
頬
張
っ
た
？ 

傷
物
の
み
か
ん
を
お
や
つ
に
し
た
？ 

カ
ミ
キ
リ
ム
シ
に

顔
を
し
か
め
た
？ 

こ
の
畑
の
土
は
樹
々
に
連
な
る
大
勢
の
人
た
ち
の
汗
を
吸
っ
て
き
た
。
土
の
記
憶
に
比
べ
る
と
、

樹
々
な
ん
て
ま
だ
収
穫
に
は
ほ
ど
遠
い
青
い
み
か
ん
だ
。 

夕
方
の
山
の
ひ
や
り
と
し
た
空
気
を
胸
い
っ
ぱ
い
に
吸
い
こ
む
。
甘
酸
っ
ぱ
く
て
青
い
香
り
、

樹
皮
と
土
の
匂
い
に
か
す
か
に
混
じ
る
潮
風―

―

深
呼
吸
、
も
ひ
と
つ
。
最
近
ず
っ
と
樹
々
を
覆

っ
て
い
た
９
モ
ヤ
モ
ヤ
に
小
さ
な
風
穴
が
空
く
。 

家
の
事
情
や
学
校
の
都
合
で
、
自
分
の
気
持
ち
が
定
ま
る
前
に
坂
道
を
タ
イ
ヤ
が
転
が
り
だ
す

よ
う
な
怖
さ
。
そ
ん
な
不
安
を
抱
え
た
ま
ま
き
か
れ
る―

―

将
来
の
夢
は
？ 

コ
ン
チ
ク
シ
ョ
ー
、
真
っ
白
だ
！ 

で
も
、
こ
う
思
っ
た
り
も
す
る
。
夢
っ
て
意
外
と
身
近
な
と
こ
ろ
に
転
が
っ
て
い
る
の
か
も
し

れ
な
い
。
家
の
畑
も
夢
の
住
み
処
だ
。
よ
り
美
味
し
い
、
収
穫
量
の
多
い
み
か
ん
の
樹
を
、
新
し
い

時
代
を
切
り
拓
い
て
い
く
か
ん
き
つ
を―

―

そ
ん
な
熱
い
夢
。 

優
花
さ
ん
の
言
葉
が
頭
を
よ
ぎ
る
。 

『
字
和
島
や
吉
田
ら
し
い
か
ん
き
つ
※
６
ピ
ー
ル
を
作
り
た
い
』 

あ
の
言
葉
を
き
い
た
と
き
は
、
た
だ
ピ
ー
ル
に
使
う
か
ん
き
つ
の
品
種
や
形
の
こ
と
し
か
浮
か

ば
な
か
っ
た
。 

宇
和
島
ら
し
い
。
吉
田
ら
し
い
。 

(…
…

わ
た
し
ら
し
い) 

ふ
わ
ふ
わ
と
小
舟
み
た
い
に
た
だ
よ
っ
て
い
た
樹
々
の
気
持
ち
に
、
頼
り
な
い
マ
ス
ト
が
立
ち
、
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小
さ
な
帆
が
上
が
る
。
ふ
る
さ
と
の
畑
と
〈
わ
た
し
〉
は
つ
な
が
っ
て
い
る
。
。 

 

（
黒
川
裕
子
『
オ
ラ
ン
ジ
ェ
ッ
ト
・
ダ
イ
ア
リ
ー
』
） 

 

※
１ 

キ
ャ
リ
ィ…

…

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
コ
ン
テ
ナ
。 

※
２ 

一
反…

…
田
畑
の
面
積
を
示
す
単
位
。
約
３
０
０
坪
。 

※
３ 

南
柑
20
号…

…
み
か
ん
の
品
種
の
一
つ
。
お
よ
そ
百
年
前
か
ら
栽
培
さ
れ
て
い
る
。 

※
４ 

中
生
み
か
ん…

…
十
一
月
下
旬
か
ら
十
二
月
に
か
け
て
収
穫
さ
れ
る
み
か
ん
。 

※
５ 

法
花
津
湾…

…

愛
媛
県
宇
和
島
市
に
あ
る
湾
。 

※
６ 

ピ
ー
ル…

…

柑
橘
系
の
果
物
の
皮
を
砂
糖
漬
け
に
し
た
も
の
。 

  

問
一 

―

線
部
１
「
毎
日
何
時
間
も
作
業
す
る
」
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
作
業
に
つ
い
て
樹
々

は
ど
の
よ
う
な
感
覚
を
抱
い
て
い
ま
す
か
。
最
も
適
切
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
選
び
、
記
号

で
答
え
な
さ
い
。 

 

ア 

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
自
ら
の
技
術
を
発
揮
す
る
機
会
で
あ
り
、
処
理
能
力
に

プ
ラ
イ
ド
を
も
っ
て
い
る
。 

イ 

幼
い
頃
か
ら
強
い
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
昔
か
ら
変
わ
ら
な
い
単
調
で
厳
し
い
作

業
に
興
味
を
失
っ
て
い
る
。 

ウ 

専
門
家
と
し
て
真
剣
に
勝
負
す
る
場
面
で
あ
り
、
身
近
で
身
体
に
馴
染
ん
だ
も
の
に
対

し
て
好
感
を
も
っ
て
い
る
。 

エ 

人
間
と
機
械
に
よ
っ
て
何
度
も
重
複
す
る
操
作
で
あ
り
、
効
率
の
良
さ
を
求
め
な
い
こ

と
に
疑
問
を
も
っ
て
い
る
。 

 

問
二 

―

線
部
２
「
ほ
え
へ
？
む
む
み
み
ゃ
ん
っ
へ
？
」
と
あ
り
ま
す
が
、
ど
の
よ
う

な
理
由
か
ら
の
発
言
と
考
え
ら
れ
ま
す
か
。
最
も
適
切
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
選

び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 

ア 

自
分
の
家
で
作
っ
た
み
か
ん
が
美
味
し
い
理
由
に
つ
い
て
確
認
す
る
た
め
。 

イ 

自
分
が
好
き
な
新
鮮
な
み
か
ん
の
甘
さ
や
大
き
さ
を
確
実
に
伝
え
る
た
め
。 

ウ 

自
分
が
み
か
ん
を
通
し
て
幼
い
ふ
り
を
す
る
こ
と
で
母
親
に
甘
え
る
た
め
。 

エ 

自
分
の
名
が
つ
い
た
心
当
た
り
の
な
い
み
か
ん
に
つ
い
て
早
く
知
る
た
め
。 

 

問
三 
―

線
部
３
「
苗
木
を
植
え
て
く
れ
た
」
と
あ
り
ま
す
が
、
苗
木
に
関
す
る
風
習
の
説
明

と
し
て
適
切
な
一
文
を
本
文
中
か
ら
探
し
、
最
初
と
最
後
の
五
字
を
書
き
抜
き
な
さ
い
。（
句

読
点
を
含
む
） 

 

問
四 

―

線
部
４
「
ジ
ィ
ジ
の
心
孫
知
ら
ず
」
と
あ
り
ま
す
が
、
樹
々
の
祖
父
は
ど
の

よ
う
な
思
い
や
願
い
を
も
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
か
。
思
い
や
願
い
と
し
て
適．

切．
で
な
い
も
の

．
．
．
．
．
を
次
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 

ア 

幼
い
頃
か
ら
み
か
ん
や
山
に
親
し
み
を
も
つ
人
物
と
し
て
成
長
し
て
ほ
し
い
。 

イ 

た
と
え
孫
の
負
担
に
な
る
と
し
て
も
伝
統
的
な
農
業
を
復
活
さ
せ
て
ほ
し
い
。 

ウ 

孫
が
大
人
に
成
長
し
た
頃
に
は
安
定
し
た
農
園
の
経
営
者
に
な
っ
て
ほ
し
い
。 

エ 

無
自
覚
で
あ
っ
て
も
孫
が
み
か
ん
を
通
し
て
幸
福
な
人
生
を
歩
ん
で
ほ
し
い
。 

 

問
五 

―

線
部
５
「
畑
を
見
に
行
く
」
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
気
に
な
っ
て
い
る

「
樹
々
み
か
ん
」
を
見
に
行
く
こ
と
を
表
現
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
見
ぬ
自
分
が
生
ま

れ
た
際
に
植
え
ら
れ
た
樹
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
ま
す
か
。
具
体
的
に
表
現
し
た

連
続
．
．
す
る
．
．
二
文
．
．
を
本
文
中
か
ら
四
十
九
字
で
探
し
、
最
初
と
最
後
の
五
字
を
書
き
抜

き
な
さ
い
。
（
句
読
点
を
含
む
） 

 
問
六 

―

線
部
６
「
樹
々
は
ぎ
ゅ
う
っ
と
顔
を
し
か
め
る
」
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
部

分
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と
と
し
て
適
切
．
．
で
な
い
も
の

．
．
．
．
．
を
次
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で

答
え
な
さ
い
。 

  
 

ア 

嫉
妬 
イ 

思
案 

ウ 

困
惑 

エ 

後
悔 

 

問
七 

―

線
部
７
「
う
ま
く
伝
わ
ら
ん
よ
ね
」
と
あ
り
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
う
ま
く
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伝
わ
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
か
。
六
十
字
以
内
で
説
明
し
な
さ
い
。 

 
問
八 

―

線
部
８
「
ゆ
っ
く
り
考
え
て
」
と
あ
り
ま
す
が
、
樹
々
は
一
人
で
時
間
を
か

け
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
つ
い
て
考
え
て
い
ま
す
か
。
最
も
適
切
な
も
の
を
次
の
中

か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 

ア 

樹
々
み
か
ん
の
知
名
度
や
収
穫
状
況
と
祖
父
の
面
倒
く
さ
い
性
格
に
つ
い
て
。 

イ 

樹
々
み
か
ん
や
自
分
自
身
の
こ
と
と
家
族
や
郷
土
と
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
。 

ウ 

樹
々
み
か
ん
に
関
す
る
記
憶
や
実
際
の
扱
い
と
繁
忙
期
の
忙
し
さ
に
つ
い
て
。 

エ 

樹
々
み
か
ん
を
植
え
た
風
習
や
歴
史
と
自
分
の
未
定
な
進
路
状
況
に
つ
い
て
。 

 

問
九 

空
欄 

 

Ａ 
 

に
は
大
切
に
し
て
い
る
と
い
う
意
味
の
表
現
に
必
要
な
漢
字

一
字
が
あ
て
は
ま
り
ま
す
。
あ
て
は
ま
る
漢
字
と
し
て
適
切
な
も
の
を
答
え
な
さ

い
。 

 

問
十 

―

線
部
９
「
モ
ヤ
モ
ヤ
に
小
さ
な
風
穴
が
空
く
」
と
あ
り
ま
す
が
、
風
穴
が
空

く
こ
と
で
樹
々
は
ど
う
な
り
ま
し
た
か
。
最
も
適
切
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
選
び
、

記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 

ア 

自
ら
の
若
さ
と
思
考
力
不
足
に
よ
っ
て
見
通
し
の
甘
い
将
来
像
に
こ
だ
わ
っ

て
い
た
が
周
囲
か
ら
の
説
得
で
現
実
的
な
選
択
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
。 

イ 

自
分
へ
重
く
の
し
か
か
る
社
会
か
ら
の
期
待
や
圧
力
を
無
視
し
て
い
た
が
自

分
へ
つ
な
が
る
歴
史
を
理
由
に
し
て
故
郷
を
放
棄
し
よ
う
と
し
て
い
る
。 

ウ 

自
分
と
祖
父
は
意
見
の
相
違
で
仲
違
い
し
て
い
た
が
真
相
の
判
明
で
関
係
を

修
復
し
て
畑
の
中
で
家
族
へ
の
愛
情
を
叫
ぼ
う
と
し
よ
う
と
し
て
い
る
。 

エ 

自
分
自
身
が
不
確
か
な
ま
ま
で
社
会
や
周
囲
の
大
人
の
都
合
に
流
さ
れ
て
い

た
が
自
分
の
力
を
発
揮
し
て
進
む
べ
き
道
へ
前
進
し
よ
う
と
し
て
い
る
。 

 
  

【４】 

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。 

  

金
持
ち
は
飛
行
機
で
飛
び
回
っ
た
り
贅
沢
な
消
費
を
し
た
り
し
て
気
候
を
危
機
に

陥
お
と
し
い

れ
て
い
な
が
ら
、
異
常
気
象
な
ど
が
起
こ
る
と
さ
っ
さ
と
逃
げ
る
こ
と
も
で
き
る
。

逆
に
、
貧
し
い
人
た
ち
は
、
ず
っ
と
少
な
い
１
炭
素
し
か
排
出
し
て
こ
な
か
っ
た
の
に
、

海
面
上
昇
で
住
ま
い
が
水
浸
し
に
な
っ
て
も
災
害
地
域
に
な
っ
て
も
、
そ
う
簡
単
に
は
動

け
な
い
。
す
で
に
異
常
気
象
や
環
境
破
壊
の
た
め
に
移
住
を
強
い
ら
れ
る
「
環
境
難
民
」

も
増
え
て
い
ま
す
が
、
多
く
は
貧
し
い
50
％
か
ら
の
人
た
ち
で
し
ょ
う
。 

食
べ
も
の
の
世
界
に
も
、
格
差
が
あ
り
ま
す
。
健
康
な
食
事
は
贅
沢

ぜ
い
た
く

に
な
り
つ
つ
あ
る

現
代
社
会
。
す
で
に
米
英
な
ど
の
先
進
国
に
お
け
る
貧
困
層
や
途
上
国
の
貧
困
層
に
お
い

て
は
、
貧
し
い
人
ほ
ど
安
く
て
糖
分
や
油
脂
分
が
多
い
「
２
空
っ
ぽ
の
カ
ロ
リ
ー
」
な
食

事
し
か
で
き
ず
、
「
貧
困
＝
肥
満
や
不
健
康
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
英
国
で

は
政
府
レ
ベ
ル
で
「
食
生
活
由
来
の
健
康
格
差
」
が
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。 

日
本
で
は
食
の
格
差
へ
の
認
識
は
ま
だ
薄
い
で
す
が
、
例
え
ば
、
有
機
栽
培
さ
れ
た
、

生
態
系
の
中
で
元
気
に
育
っ
た
食
べ
も
の
を
選
び
た
い
と
思
っ
て
も
、
「
高
く
て
無
理
」

と
言
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
だ
わ
る
つ
も
り
は
な
く
て
、
自
分
の
身
体
と
心
を
健
全
に

保
つ
た
め
の
自
己
防
衛
、
そ
し
て
自
然
や
地
域
社
会
を
壊
さ
な
い
た
め
の
、
３
現
在
で
は

追
い
詰
め
ら
れ
が
ち
な
小
さ
な
農
家
や
食
品
業
者
を
応
援
す
る
た
め
の
、
そ
の
た
め
の
選

択
だ
と
思
っ
て
も
、
で
も
、
そ
う
い
う
食
べ
も
の
は
多
く
の
場
合
は
高
額
に
な
り
が
ち
で

(

実
は
い
つ
も
で
は
な
い
で
す
が)

、
贅
沢
な
「
こ
だ
わ
り
」
に
分
類
さ
れ
て
し
ま
う
。
そ

れ
は
裏
を
返
せ
ば
、
お
金
の
な
い
人
は
、
人
や
自
然
を
壊
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
、
自

分
の
身
体
と
心
に
も
不
健
康
か
も
し
れ
な
い
、
表
面
上
は
安
価
に
入
手
で
き
る
「
食
品
」

を
食
べ
て
お
け
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
ん
な
「 

 

Ａ 
 

」
は
日
本
に
も
す
で
に
存

在
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

消
費
者
に
余
裕
が
な
く
な
っ
て
く
る
と
、
食
料
シ
ス
テ
ム
の
企
業
も
競
争
で
生
き
延
び

る
た
め
に
ど
こ
か
で
コ
ス
ト
を
削
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
食
品
産
業
で
働
く
労

働
者
や
生
産
者
に
、
そ
し
て
自
然
環
境
に
、
ま
す
ま
す
シ
ワ
寄
せ
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。 

こ
れ
は
食
と
農
だ
け
の
話
で
は
な
く
、
他
の
商
品
で
も
サ
ー
ビ
ス
で
も
似
た
よ
う
な
構
造

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
「
※
１
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
」
な
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
が
、
ま
す
ま
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す
安
く
削
ら
れ
て
い
く
。 

私
は
昔
、
丹
波
の
農
村
に
住
ま
い
な
が
ら
食
と
環
境
と
開
発
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
い

た
こ
ろ
、
つ
ね
に
「
誰
の 

 

Ｂ 
 

で
、
誰
が
儲
け
て
い
る
か(W

h
o
se co

st ? W
h
o
se 

b
en

efit ?)
」
を
考
え
る
よ
う
に
と
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
世
の
中
、
無
か
ら
富
は
生
み

出
せ
な
い
。
で
は
、
何
を
搾し

ぼ

り
取
っ
て
、
誰
が
儲も

う

け
て
い
る
の
か
。 

少
し
乱
暴
な
言
い
方
を
す
れ
ば
、
４
資
本
主
義
と
は
、
絞
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
資
源
や
富

を
絞
っ
て
、
儲
け
や
利
潤
を
あ
げ
て
競
争
を
続
け
る
シ
ス
テ
ム
。
そ
の
絞
る
対
象
と
し
て
、

か
つ
て
経
済
学
者
た
ち
が
主
に
議
論
し
て
き
た
の
は
、
資
本
家
が
労
働
者
を
搾
取
す
る
話

で
し
た
。
そ
の
関
係
は
現
在
も
あ
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
た
だ
、
現
在
で
は
「
資
本
家
」

と
は
誰
な
の
か
、
も
う
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
さ
ら
に
、
経
済
学
は
基
本
的
に

自
然
は
「
※
２
所
与

し

ょ

よ

」
の
も
の
と
考
え
て
い
た
。
つ
ま
り
、
自
然
と
は
当
た
り
前
に
あ
っ

て
、
い
く
ら
使
っ
て
も
構
わ
な
い
も
の
と
し
て
ス
ル
ー
し
て
お
き
な
が
ら
、
自
然
の
資
源

を
使
い
倒
し
て
利
潤
を
あ
げ
て
き
た
と
い
う
感
じ
。
資
本
主
義
こ
そ
が
気
候
危
機
の
要
因

だ
と
※
３
ナ
オ
ミ
・
ク
ラ
イ
ン
た
ち
が
言
う
よ
う
に
、
今
ご
ろ
に
な
っ
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
か

い
っ
て
、
経
済
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
は
健
全
な
社
会
と
自
然
環
境
が
必
要
だ
と
慌
て
て

見
直
し
て
い
る
感
じ
。
水
も
、
昔
は
「
湯
水
の
よ
う
に
使
う
」
な
ん
て
惜
し
げ
も
な
く
む

や
み
に
費
や
す
こ
と
の
表
現
に
使
わ
れ
て
い
た
け
れ
ど
、
今
で
は
「
ブ
ル
ー
ゴ
ー
ル
ド
」

と
い
わ
れ
る
ほ
ど
、
今
後
は
石
油
よ
り
水
資
源
を
め
ぐ
っ
て
戦
争
が
起
こ
る
だ
ろ
う
と
考

え
ら
れ
る
ほ
ど
に
な
っ
て
い
る
。 

資
本
主
義
５
経
済
が
「
湯
水
の
よ
う
に
」
使
い
倒
し
て
き
た
の
は
自
然
だ
け
で
は
な
く
、

食
事
の
用
意
や
子
育
て
や
ケ
ア
な
ど
を
担
う
、
主
に
女
性
の
無
償
労
働
も
あ
り
ま
し
た
。

『
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
夕
食
を
作
っ
た
の
は
誰
か
？
』
と
い
う
本
が
話
題
に
な
っ
た
よ
う

に
、
肉
屋
も
パ
ン
屋
も
利
己
心
で
自
分
の
利
益
の
た
め
に
動
く
こ
と
に
よ
っ
て
経
済
が
回

る
と
説
き
、
経
済
学
の
祖
と
あ
が
め
ら
れ
て
い
る
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
で
す
が
、
そ
の
自
分

の
た
め
に
毎
日
の
食
事
を
用
意
し
て
く
れ
た
母
親
の
利
他
的
な
無
償
労
働
は
無
視
し
て

い
た
と
の
こ
と
。
食
べ
も
の
の
世
界
で
は
、
食
事
を
用
意
し
た
り
、
料
理
や
後
片
付
け
を

し
た
り
、
家
庭
菜
園
の
畑
を
面
倒
み
た
り
す
る
の
は
、
い
ま
だ
に
女
性
が
多
い
。
そ
の
女

性
の
無
償
労
働
に
よ
っ
て
「
再
生
産
」
さ
れ
た
労
働
力
が
、
賃
労
働
に
出
か
け
て
い
っ
て

経
済
活
動
を
支
え
て
き
た
の
に
。 

そ
の
経
済
活
動
を
計
算
す
る
た
め
に
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
の
が
６
Ｇ
Ｄ
Ｐ(

国
内
総
生

産)

で
す
。
で
も
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
は
、
私
た
ち
の
幸
せ
や
、
子
ど
も
た
ち
の
健
康
や
、
教
育
の

質
や
、
人
生
を
豊
か
に
し
て
く
れ
る
こ
と
を
計
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
は
、
も
う
半
世
紀

も
前
に
米
国
の
※
４
ロ
バ
ー
ト
・
ケ
ネ
デ
ィ
が
演
説
し
て
い
た
ほ
ど
、
昔
か
ら
知
ら
れ
て

い
た
こ
と
で
し
た
。 

Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
計
っ
て
い
る
と
、
食
料
品
を
過
剰
に
生
産
し
て
、
過
剰
に
消
費(

食
べ
過
ぎ)

す
れ
ば
経
済
成
長
！ 

食
べ
過
ぎ
て
メ
タ
ボ
に
な
っ
て
ジ
ム
や
医
者
に
通
え
ば
経
済
成

長
！ 

食
品
ロ
ス
が
増
え
て
も
そ
の
処
理
事
業
で
経
済
成
長
！ 

と
、
人
や
地
球
が
不
健

康
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
「
経
済
成
長
」
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
シ
ス
テ
ム
は
お
か
し
い
と

は
、
『
肥
満
の
惑
星(P

lan
et O

b
esity

)

』
が
も
う
10
年
以
上
も
前
に
言
っ
て
い
た
こ
と
で

し
た
。
逆
に
、
私
が
家
庭
菜
園
で
有
機
栽
培
し
た
野
菜
を
、
自
分
で
料
理
し
て
、
お
い
し

く
健
康
な
食
生
活
を
し
て
、
人
も
自
然
も
ハ
ッ
ピ
ー
に
な
っ
て
も
、
７
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
は
計
上

さ
れ
な
い
か
ら
経
済
成
長
に
は
な
ら
な
い
。 

つ
ま
り
、
人
や
自
然
な
ど
、
で
き
る
だ
け
「
タ
ダ
」
で
搾
り
取
れ
る
も
の
を
搾
り
取
っ

て
、
お
金
で
計
ら
れ
る
部
分
だ
け
の
利
潤
を
追
求
し
て
き
た
の
が
、
資
本
主
義
経
済
。
人

や
自
然
に
役
立
つ
「
使
用
価
値
」
を
搾
り
取
っ
て
、
市
場
で
売
っ
て
お
金
に
換
え
ら
れ
る

「
交
換
価
値
」
を
高
め
よ
う
と
努
力
し
て
き
て
、
そ
の
「
経
済
」
活
動
を
Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
計
っ

て
、
主
に
そ
の
部
分
を
増
や
そ
う
と
政
府
も
企
業
も
努
力
し
て
き
て
、
そ
の
過
程
で
人
も

自
然
も
壊
し
て
、
８
今
コ
コ
、
と
い
う
感
じ
で
し
ょ
う
か
。 

さ
ら
に
は
「
金
融
化
」
に
よ
っ
て
、
膨
れ
上
が
っ
た
お
金
的
な
資
産
を
さ
ら
に
増
や
そ

う
と
躍
起
に
な
っ
て
い
る
。
す
で
に
必
要
な
モ
ノ
を
作
る
だ
け
で
は
お
金
を
増
や
せ
な
い

か
ら
、
と
に
か
く
新
し
く
儲
け
る
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
を
求
め
て
、
グ
リ
ー
ン
や
エ
コ
も
、
ビ

ッ
グ
デ
ー
タ
も
、
公
共
部
門
も
、
バ
ー
チ
ャ
ル
世
界
も
、
ビ
ジ
ネ
ス
化
し
て
市
場
に
組
み

込
も
う
と
し
て
い
る
、
と
い
う
の
が
現
代
社
会
だ
と
思
い
ま
す
。 

今
ま
で
上
の
世
代
が
そ
う
や
っ
て
人
も
自
然
も
壊
し
な
が
ら
借
金
も
増
や
し
な
が
ら

行
け
行
け
ド
ン
ド
ン
で
お
金
の
部
分
だ
け
を
増
や
そ
う
と
し
て
き
た
か
ら
、
今
ご
ろ
に
な

っ
て
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
と
か
い
っ
て
社
会
や
自
然
環
境
も
大
切
と
か
い
っ
て
、
自
分
た
ち
世

代
に
問
題
を
押
し
つ
け
て
い
る
の
だ
と
、
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ネ
イ
テ
ィ
ブ
」
と
呼
ば
れ
る
若
い

人
た
ち
が
思
う
の
は
当
然
で
し
ょ
う
。 
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そ
れ
な
ら
、
こ
れ
か
ら
の
世
界
を
築
く
た
め
に
は
、
古
い
経
済
学
の
※
５
セ
オ
リ
ー
を

唱
え
る
だ
け
で
は
上
手
く
い
か
な
い
と
思
い
ま
す
。 

資
本
主
義
経
済
に
お
い
て
、
資
本
は
集
中(

蓄
積)

し
、
巨
大
化
し
た
資
本(

企
業
や
金
融

な
ど)

が
力
を
持
ち
、
経
済
の
回
転
を
速
く
す
る
傾
向
が
あ
る
そ
う
で
す
。
と
く
に
追
求
す

る
利
潤
や
経
済
成
長
を
、
「
お
金
」
で
計
算
で
き
る
部
分
を
増
や
す
こ
と
、
市
場
で
売
る

こ
と
が
で
き
る
「
交
換
価
値
」
を
高
め
る
こ
と
に
限
る
わ
け
で
す
か
ら
、
そ
の
た
め
に
人

も
自
然
も
搾
り
取
ら
れ
て
壊
さ
れ
て
当
然
で
し
ょ
う
。 

こ
の
資
本
主
義
経
済
に
組
み
込
ま
れ
て
、
９
食
と
農
も
変
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
か
つ

て
、
自
分
た
ち
が
食
べ
る
た
め
に
は
、
そ
の
地
の
自
然
環
境
や
資
源
を
大
切
に
保
護
し
な

が
ら
活
用
し
な
が
ら
そ
の
循
環
の
中
で
多
品
目
の
作
物
を
必
要
な
分
だ
け
栽
培
し
て
い

ま
し
た
。
そ
れ
な
の
に
売
る
た
め
の
「
商
品
作
物
」
を
効
率
良
く
生
産
す
る
た
め
に
は
、

外
部
か
ら
購
入
し
た
種
子
や
肥
料
・
農
薬
も
使
っ
て
、
限
ら
れ
た
品
種
の
作
物
を
な
る
べ

く
大
量
に
栽
培
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

（
平
賀
緑
『
食
べ
も
の
か
ら
学
ぶ
現
代
社
会
』
） 

 

※
１ 

エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル…

…

不
可
欠
な
。
基
本
的
な
。
必
須
の
。 

※
２ 

所
与…

…

与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
。 

※
３ 

ナ
オ
ミ
・
ク
ラ
イ
ン…

…

カ
ナ
ダ
人
の
作
家
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
社
会
活
動
家
。 

※
４ 

ロ
バ
ー
ト
・
ケ
ネ
デ
ィ…

…

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
政
治
家
。 

※
５ 

セ
オ
リ
ー…

…

理
論
。
方
法
。 

 

問
一 

―

線
部
１
「
炭
素
」
と
あ
り
ま
す
が
、
炭
素
の
排
出
に
関
連
し
て
「
金
持
ち
」

と
「
貧
し
い
人
た
ち
」
の
間
に
は
何
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
か
。
適
切
な
漢
字
二

字
を
本
文
中
か
ら
書
き
抜
き
な
さ
い
。 

 

問
二 
―

線
部
２
「
空
っ
ぽ
」
と
あ
り
ま
す
が
、
何
が
空
っ
ぽ
な
の
で
す
か
。
最
も

適
切
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 

ア 

先
進
国
の
食
事
に
お
け
る
化
学
的
な
熱
量
。 

イ 

途
上
国
の
食
事
に
お
け
る
文
化
的
な
背
景
。 

ウ 

貧
困
層
の
食
事
に
お
け
る
体
に
良
い
栄
養
。 

エ 

富
裕
層
の
食
事
に
お
け
る
炭
素
の
排
出
量
。 

 

問
三 
―

線
部
３
「
現
在
で
は
追
い
詰
め
ら
れ
が
ち
」
と
あ
り
ま
す
が
、
追
い
詰
め
ら

れ
て
し
ま
う
理
由
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な

さ
い
。 

 

ア 

健
康
な
食
事
が
贅
沢
に
分
類
さ
れ
る
現
代
社
会
で
食
生
活
に
政
府
レ
ベ
ル
で

関
心
が
高
ま
る
と
食
事
に
含
ま
れ
る
糖
分
や
油
脂
分
が
注
目
を
集
め
る
か
ら
。 

イ 

世
界
的
に
貧
富
の
差
が
広
が
る
中
で
裕
福
で
な
い
消
費
者
が
安
価
な
食
品
を

選
ぶ
こ
と
に
な
る
と
食
料
シ
ス
テ
ム
の
コ
ス
ト
削
減
の
影
響
を
受
け
る
か
ら
。 

ウ 

地
球
規
模
で
の
統
一
基
準
が
求
め
ら
れ
る
状
況
で
小
規
模
の
農
家
や
食
品
業

者
が
伝
統
的
な
食
料
生
産
を
行
う
と
多
く
の
国
々
よ
り
非
難
を
受
け
る
か
ら
。 

エ 

さ
ま
ざ
ま
な
栽
培
の
方
法
が
開
発
さ
れ
る
日
本
で
有
機
栽
培
さ
れ
た
食
べ
も

の
を
選
ぶ
と
地
域
社
会
で
伝
統
と
な
っ
て
い
た
食
文
化
が
破
壊
さ
れ
る
か
ら
。 

 

問
四 

空
欄 

 

Ａ 
 

に
入
る
語
句
と
し
て
適
切
な
語
句
を
本
文
中
か
ら
四
字
で
書

き
抜
き
な
さ
い
。 

 

問
五 

空
欄 

 

Ｂ 
 

に
入
る
語
句
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
選
び
、

記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

  
 

ア 
犠
牲 

イ 

本
質 

ウ 

体
系 

エ 

観
点 

 

問
六 

―

線
部
４
「
資
本
主
義
と
は
、
絞
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
資
源
や
富
を
絞
っ
て
、
儲

け
や
利
潤
を
あ
げ
て
競
争
を
続
け
る
シ
ス
テ
ム
」
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
経
済
に
関
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す
る
考
え
方
は
ど
の
よ
う
に
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
か
。
適
切
な
部
分
を
本
文
中
か
ら

三
十
六
字
で
探
し
、
最
初
と
最
後
の
五
字
を
書
き
抜
き
な
さ
い
。 

 

問
七 

―
線
部
５
「
経
済
」
と
あ
り
ま
す
が
、
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
が
経
済
を
考
え
る
際

に
見
落
と
し
て
い
た
も
の
と
し
て
適
切
な
語
句
を
本
文
中
か
ら
八
字
で
書
き
抜
き

な
さ
い
。 

 

問
八 

―

線
部
６
「
Ｇ
Ｄ
Ｐ
」
と
あ
り
ま
す
が
、
ど
う
い
う
も
の
で
す
か
。
最
も
適
切

な
も
の
を
次
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 

ア 

あ
る
国
家
の
中
に
お
い
て
自
然
資
源
の
活
用
や
人
々
の
労
働
な
ど
に
よ
る
経

済
活
動
で
新
た
に
生
み
出
さ
れ
た
す
べ
て
の
金
銭
的
な
価
値
を
算
出
し
た
も
の
。 

イ 

あ
る
国
家
の
中
に
お
い
て
生
産
を
中
心
と
す
る
経
済
活
動
に
必
要
な
多
量
の

石
油
や
水
資
源
を
他
国
と
争
い
合
う
際
に
予
想
さ
れ
る
被
害
を
算
出
し
た
も
の
。 

ウ 

あ
る
国
家
の
中
に
お
い
て
金
銭
的
な
価
値
の
有
無
を
条
件
と
せ
ず
に
人
々
の

労
働
や
日
常
生
活
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
全
部
の
物
品
の
個
数
を
算
出
し
た
も
の
。 

エ 

あ
る
国
家
の
中
に
お
い
て
半
世
紀
前
に
大
統
領
の
提
案
で
数
値
化
さ
れ
始
め

た
自
然
環
境
と
人
間
の
食
生
活
に
お
け
る
直
接
的
な
関
連
性
を
算
出
し
た
も
の
。 

 

問
九 

―

線
部
７
「
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
は
計
上
さ
れ
な
い
」
と
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
理
由
と
し

て
最
も
適
切
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 

ア 

時
間
と
地
理
の
条
件
に
よ
っ
て
健
康
や
教
育
な
ど
の
内
容
が
移
り
変
わ
る
よ

う
に
流
動
的
な
も
の
の
数
値
化
は
不
可
能
だ
か
ら
。 

イ 

政
府
や
企
業
が
経
済
成
長
に
向
け
て
努
力
す
る
中
で
人
間
の
幸
せ
や
豊
か
さ

な
ど
が
満
た
さ
れ
て
求
め
ら
れ
な
く
な
っ
た
か
ら
。 

ウ 

資
本
主
義
経
済
が
追
い
求
め
る
利
益
や
成
長
の
対
象
と
し
て
き
た
も
の
は
人

間
が
実
際
に
手
に
取
っ
て
売
買
で
き
る
物
だ
か
ら
。 

エ 

自
然
や
人
間
を
と
め
ど
な
く
使
い
倒
し
て
利
己
的
な
観
点
か
ら
金
銭
的
利
益

を
追
い
求
め
る
経
済
活
動
に
は
該
当
し
な
い
か
ら
。 

 

問
十 
―

線
部
８
「
今
コ
コ
」
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
語
句
の
前
後
に
は
現
代
社
会
で

行
わ
れ
て
き
た
経
済
活
動
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
経
済
活
動
に
つ
い

て
若
い
人
は
ど
の
よ
う
に
思
う
と
さ
れ
て
い
ま
す
か
。
六
十
字
以
内
で
説
明
し
な
さ

い
。 

 

問
十
一 

―

線
部
９
「
食
と
農
も
変
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
」
と
あ
り
ま
す
が
、
ど
う
い

う
こ
と
だ
と
筆
者
は
述
べ
て
い
ま
す
か
。
最
も
適
切
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
選
び
、

記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 

ア 

自
分
た
ち
の
生
活
環
境
と
食
文
化
の
変
化
に
合
わ
せ
た
市
場
で
売
買
す
る
た

め
の
栽
培
が
経
済
の
速
い
回
転
に
合
わ
せ
た
栽
培
に
な
っ
た
こ
と
。 

イ 

資
源
や
環
境
の
保
護
と
活
用
を
通
し
た
自
ら
の
食
に
必
要
な
分
の
栽
培
が
利

潤
や
経
済
成
長
の
た
め
の
商
品
作
物
の
大
量
栽
培
に
な
っ
た
こ
と
。 

ウ 

巨
大
な
資
本
の
力
を
生
か
し
た
機
械
や
技
術
を
用
い
る
栽
培
が
自
然
環
境
の

保
全
に
配
慮
し
た
人
工
的
な
力
を
排
除
し
た
栽
培
に
な
っ
た
こ
と
。 

エ 

自
分
た
ち
が
食
べ
る
多
品
目
で
少
量
に
限
っ
た
栽
培
が
資
本
を
用
い
て
開
発

を
し
た
種
に
よ
っ
て
美
味
で
高
い
栄
養
価
の
栽
培
に
な
っ
た
こ
と
。 
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【５】 

次
の
文
章
は
、
『
寛
平
御
記

か
ん
ぴ
ょ
う
ぎ
ょ
き

』
に
つ
い
て
書
か
れ
た
文
章
で
あ
る
。
後
の
問
い
に

答
え
な
さ
い
。 

す
わ
る
と
き
は
く
る
っ
と
丸
ま
っ
て
、
足
も
尻
尾

し

っ

ぽ

も
し
ま
い
こ
む
。
歩
く
と
き
に
は
ま
っ
た
く

物
音
を
立
て
な
い
。
さ
す
が
や
ん
ご
と
な
き
猫
だ
け
あ
っ
て
じ
つ
に
優
雅
な
身
の
こ
な
し
で
す

が
、
※
１
字
多

う

だ

天
皇
の
自
慢
は
ま
だ
ま
だ
つ
づ
き
ま
す
。 

 

性
、
道
引

だ
う
い
ん

を
好
み
、
ひ
そ
か
に
五
禽

ご

き

ん

に
合
す
。
常
に
頭
尾
を
低た

れ
て
地
に
着
く
。
し
か

し
て
背
脊

は
い
せ
き

を
聳そ

び

や
か
せ
ば
高
さ
二
尺
ば
か
り
。
毛
色
の
悦
懌

え
つ
え
き

た
る
は
、
け
だ
し
１
こ
れ
に

由よ

る
か
。
ま
た
よ
く
夜 

 

Ａ 
 

を
ａ
捕
ら
ふ
る
こ
と
、
他
猫
に
挺

ぬ
き
ん

づ
。 

 

導
引
の
術
を
好
み
、
身
の
こ
な
し
は
五
禽
戯
に
も
通
じ
る
も
の
が
あ
る
よ
う
だ
。
い
つ
も

頭
や
尻
尾
を
低
く
し
て
地
面
に
つ
け
て
い
る
が
、
の
び
を
し
て
背
中
を
そ
び
や
か
す
と
二
尺

ほ
ど
に
な
る
。
う
っ
と
り
さ
せ
る
毛
の
色
は
、
き
っ
と
そ
の
お
陰
な
の
だ
ろ
う
。
ま
た
夜
に

な
る
と
ほ
か
の
猫
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
く
ら
い
鼠
を
捕
る
。 

 

「
道
引
」(

導
引)

や
「
五
禽
」(

五
禽
戯

ご

き

ん

ぎ)

は
不
老
長
寿
の
健
康
体
操
で
す
。
う
ん
と
乱
暴
に
い

っ
て
し
ま
え
ば
、
気
功

き

こ

う

や
太
極
拳

た
い
き
ょ
く
け
ん

の
ご
先
祖
さ
ま
み
た
い
な
も
の(

た
ぶ
ん)

。
つ
ま
り
「
猫
の

動
き
は
人
間
に
は
と
て
も
ま
ね
で
き
な
い
。
仙
人
に
な
る
た
め
の
奥
深
く
高
尚
な
修
行
法
そ
っ
く

り
だ
」
と
い
う
わ
け
で
す
が
、
も
ち
ろ
ん
冗
談
に
決
ま
っ
て
ま
す
。
字
多
天
皇
も
書
い
て
る
う
ち

に
だ
ん
だ
ん
調
子
が
出
て
き
た
の
か
な
。 

「
う
っ
と
り
さ
せ
る
毛
の
色
は
、
き
っ
と
そ
の
お
陰
な
の
だ
ろ
う
」
と
い
う
文
章
は
、
ち
ょ
っ

と
前
後
の
つ
な
が
り
が
分
か
り
づ
ら
い
で
す
が
、
頭
や
尻
尾
を
地
面
に
つ
け
た
り
、
の
び
を
し
た

り
す
る
の
が
導
引
や
五
禽
戯
に
あ
た
る
、
と
言
い
た
い
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
る
で
猫
が
ス
ト
レ

ッ
チ
や
ヨ
ガ
に
い
そ
し
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
た
の
で
し
ょ
う
。
美
容
に
は
努
力
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
も
の
。 

『
寛
平
御
記
』
の
文
章
は
さ
ら
に
続
き
ま
す
。
次
は
猫
を
手
に
入
れ
た
い
き
さ
つ
。 

 

先
帝
、
愛
翫

あ
い
ぐ
わ
ん

す
る
こ
と
数
日
の
後
、
こ
れ
を
朕ち

ん

に
賜た

ま

ふ
。
２
朕
、
３
撫
養

ぶ

よ

う

す
る
こ
と
今

に
五
年
。
旦

あ
し
た

ご
と
に
こ
れ
に
給
ふ
に 

 

Ｂ 
 

を
も
つ
て
す
。
あ
に
た
だ
に
材
能

ざ
い
の
う

の

翹
挺

げ
う
て
い

た
る
を
取
る
の
み
な
ら
ん
や
。
先
帝
の
賜
ふ
と
こ
ろ
な
る
に
因よ

り
て
、
微
物

び

ぶ

つ

と
い
へ

ど
も
こ
と
に
懐
育

か
い
い
く

に
情
あ
る
の
み
。 

 

先
帝(

※
２
光
孝

こ
う
こ
う

天
皇)

は
こ
の
猫
を
数
日
か
わ
い
が
っ
て
か
ら
、
わ
た
し
に
く
だ
さ
っ

た
。
わ
た
し
は
今
ま
で
五
年
間
、
毎
朝
、
乳

粥

に
ゅ
う
の
か
ゆ

を
与
え
て
い
る
。
能
力
が
ぬ
き
ん
で
て

い
る
と
い
う
理
由
だ
け
で
飼
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
先
帝
が
く
だ
さ
っ
た
も
の
だ
か
ら
、

取
る
に
た
り
な
い
動
物
で
は
あ
る
が
心
を
こ
め
て
世
話
し
て
い
る
の
だ
。 

 

光
孝
天
皇
は
せ
っ
か
く
貴
重
な
猫
を
も
ら
っ
た
の
に
、
す
ぐ
飽
き
ち
ゃ
っ
た
ら
し
い
。
あ
っ
さ

り
息
子
に
ゆ
ず
っ
て
し
ま
っ
た
。 

宇
多
天
皇
は
そ
れ
か
ら
五
年
、
大
事
に
「
乳
粥
」(

ヨ
ー
グ
ル
ト
ふ
う
の
発
酵
乳
製
品)

を
与
え

て
飼
っ
て
い
る
ん
だ
そ
う
で
す
。
情
が
う
つ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。
つ
い
に
は
猫
に
向
か
っ
て

「
ぼ
く
の
こ
と
分
か
る
？
」
と
語
り
か
け
は
じ
め
ま
す
。 

 

よ
つ
て
曰い

は

く
、
「
汝

な
ん
ぢ

、
陰
陽
の
気
を
含
み
、
支
竅

し

け

う

の
形
を
備そ

な

ふ
。
必
ず
や
心
あ
り
て
、 

４
む
し
ろ
我
を
知
ら
ん
か
」
と
。
５
猫
乃

す
な
は

ち
歎
息

た
ん
そ
く

し
、
首

か
う
べ

を
挙あ

げ
て
吾わ

が
顔
を
仰
睨

ぎ
や
う
げ
い

す
。
心
に
咽む

せ

び
、
臆む

ね

に
盈み

ち
て
、
口
に
ｂ
言
ふ
あ
た
は
ざ
る
に
似
た
り
。 

 

そ
こ
で
わ
た
し
は
猫
に
語
り
か
け
て
み
た
。
「
君
だ
っ
て
陰
陽
の
気
を
ふ
く
み
、
し
っ
か

り
と
し
た
身
体
を
持
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
や
は
り
心
と
い
う
も
の
が
あ
っ
て
、
わ
た
し
の

こ
と
も
き
っ
と
分
か
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
ね
」
。
や
や
あ
っ
て
猫
は
た
め
息
を
つ
き
、
頭
を

あ
げ
て
わ
た
し
の
顔
を
見
つ
め
た
。
思
い
が
あ
ふ
れ
、
胸
に
こ
み
あ
げ
る
も
の
が
あ
る
が
、

言
葉
に
で
き
な
い
、
と
い
っ
た
様
子
だ
っ
た
。 

 

え
ら
く
難
し
い
言
葉
を
使
っ
て
ま
す
が
、
「
陰
陽
の
気
」
と
い
う
の
は
世
界
の
す
べ
て
を
か
た
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ち
づ
く
る
元
素
み
た
い
な
も
の
。
「
支
竅
の
形
」
は
四
肢
と
七
つ
の
穴(

目
、
口
、
鼻
、
耳)

、
つ

ま
り
肉
体
で
す
。
君
だ
っ
て
ち
ゃ
ん
と
手
や
足
が
あ
っ
て
、
幽
霊
や
お
化
け
じ
ゃ
な
い
ん
だ
か

ら
、
生
き
も
の
ど
う
し
分
か
り
あ
え
る
よ
ね
？
と
相
手
に
同
意
を
求
め
て
る
ん
で
す(

さ
っ
き
は

仙
人
ス
ト
レ
ッ
チ
を
引
き
あ
い
に
出
し
た
く
せ
に)

。 

猫
は
何
か
言
い
た
げ
だ
っ
た
け
れ
ど
、
し
ゃ
べ
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
、
た
だ
わ
た
し
の
顔

を
見
つ
め
る
ば
か
り
で…

…
、
と
い
う
の
が
い
か
に
も
ほ
ほ
え
ま
し
い
で
す
ね
。
完
全
に
ふ
り
ま

わ
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
人
、
た
ぶ
ん
日
本
最
初
の
猫
の
下
僕
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
あ
。 

『
寛
平
御
記
』
は
こ
れ
で
お
し
ま
い
。
ど
う
で
す
、
お
も
し
ろ
い
で
し
ょ
う
。
宇
多
天
皇
が
い

か
に
猫
を
か
わ
い
が
っ
て
い
た
か
よ
く
分
か
り
ま
す
。 

（
中
村
健
史
『
猫
う
た 

千
年
の
物
語
』
）  

※
１ 

字
多
天
皇…

…

平
安
時
代
の
天
皇
で
光
孝
天
皇
の
第
七
皇
子
。 

※
２ 

光
孝
天
皇…

…

平
安
時
代
の
天
皇
で
字
多
天
皇
の
父
。 

 

問
一 

 
 

線
部
ａ
、
ｂ
を
そ
れ
ぞ
れ
現
代
仮
名
遣
い
で
書
き
な
さ
い
。 

 

問
二 

―

線
部
１
「
こ
れ
」
と
あ
り
ま
す
が
、
具
体
的
に
は
何
と
説
明
さ
れ
て
い
ま
す

か
。
本
文
中
か
ら
適
切
な
漢
字
の
表
現
を
二
つ
探
し
て
そ
れ
ぞ
れ
書
き
抜
き
な
さ

い
。 

 

問
三 

空
欄 

 

Ａ 
 

、 
 

Ｂ 
 

に
あ
て
は
ま
る
表
現
を
現
代
語
訳
の
部
分
や
解

説
の
部
分
を
参
考
に
し
て
そ
れ
ぞ
れ
本
文
中
か
ら
書
き
抜
き
な
さ
い
。(

た
だ
し
Ａ

は
漢
字
一
字
、
Ｂ
は
漢
字
二
字)

 
 

問
四 
―

線
部
２
「
朕
」
と
あ
り
ま
す
が
、
誰
の
こ
と
で
す
か
。
最
も
適
切
な
も
の
を

次
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

ア 

光
孝
天
皇 

 

イ 

宇
多
天
皇 

 

ウ 

仙
人 

 

エ 

幽
霊 

 

問
五 

―

線
部
３
「
撫
養
す
る
」
と
あ
り
ま
す
が
、
か
わ
い
が
っ
て
養
う
こ
と
を
意
味

し
て
い
ま
す
。
帝
は
撫
養
す
る
理
由
を
ど
の
よ
う
に
表
現
し
て
い
ま
す
か
。
最
も
適

切
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 

ア 

貴
族
の
間
で
海
外
か
ら
輸
入
を
し
た
小
動
物
の
飼
育
が
流
行
し
て
い
る
か
ら
。 

イ 

非
常
に
貴
重
な
動
物
で
修
行
を
繰
り
返
し
た
後
に
仙
人
に
な
る
存
在
だ
か
ら
。 

ウ 

他
よ
り
も
優
れ
た
能
力
を
持
っ
て
お
り
先
帝
か
ら
い
た
だ
い
た
動
物
だ
か
ら
。 

エ 

毛
の
色
が
非
常
に
良
く
優
雅
な
身
の
こ
な
し
を
す
る
か
わ
い
い
動
物
だ
か
ら
。 

 

問
六 

―

線
部
４
「
む
し
ろ
我
を
知
ら
ん
か
」
と
あ
り
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
意
味
の

発
言
だ
と
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
か
。―

線
部
４
よ
り
も
後
の
本
文
中
か
ら
適
切
な

部
分
を
十
六
字
で
探
し
て
書
き
抜
き
な
さ
い
。(

記
号
等
も
字
数
に
含
む) 

 

問
七 

―

線
部
５
「
猫
乃
ち
歎
息
し
、
首
を
挙
げ
て
吾
が
顔
を
仰
睨
す
」
と
あ
り
ま
す

が
、
筆
者
は
帝
の
こ
と
を
ど
の
よ
う
な
人
物
と
捉
え
て
い
ま
す
か
。
最
も
適
切
な
も

の
を
次
の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 

ア 

大
げ
さ
な
飼
う
理
由
を
述
べ
て
は
い
て
も
猫
を
非
常
に
大
切
に
す
る
人
物
。 

イ 

冷
静
で
詳
細
な
分
析
を
す
る
科
学
者
の
よ
う
な
鋭
い
観
察
眼
を
も
つ
人
物
。 

ウ 

仙
人
や
幽
霊
を
深
く
信
じ
込
む
精
神
的
な
不
思
議
さ
を
追
い
求
め
る
人
物
。 

エ 

先
帝
や
周
囲
の
人
た
ち
へ
の
配
慮
を
重
ん
じ
る
権
力
争
い
に
疲
れ
た
人
物
。 

 
問
八 

『
寛
平
御
記
』
は
平
安
時
代
の
帝
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
日
記
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
安
時
代
に
成
立
し
た
日
記
文
学
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
次
の
中
か
ら
選
び
、

記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 

ア 

懐
風
藻 

 

イ 

古
事
記 

 
 

ウ 

十
六
夜
日
記 

 

エ 

土
佐
日
記 






